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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コアネットワーク補助情報を提供するように構成されるモビリティ管理エンティティ（
ＭＭＥ）であって、当該ＭＭＥは：
　ユーザ機器（ＵＥ）についての平均接続状態時間を決定し；
　前記ＵＥについての平均アイドル状態時間を決定し；、
　当該ＭＭＥについての発展型パケットコア（ＥＰＣ）に関連付けられるセルにおいて前
記ＵＥが費やす時間量を識別し、選択された時間期間におけるセル間のハンドオーバ手順
の数を決定し；
　前記平均接続状態時間と、前記平均アイドル状態時間と、前記選択された時間期間にお
ける前記ハンドオーバ手順の数とを含む前記コアネットワーク補助情報を、前記ＵＥの発
展型ノードＢ（ｅＮＢ）へ伝達する；
　ように構成される１つ以上のプロセッサを有する、ＭＭＥ。
【請求項２】
　前記コアネットワーク補助情報は、当該ＭＭＥとのＳ１接続を介して前記ｅＮＢへ伝達
される、
　請求項１に記載のＭＭＥ。
【請求項３】
　前記１つ以上のプロセッサは、前記ＵＥのハンドオーバ時に前記コアネットワーク補助
情報をターゲットｅＮＢへ伝達し、該ターゲットｅＮＢが前記ＵＥについてのＵＥ状態遷
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移を減少させることを可能にするように更に構成される、
　請求項１に記載のＭＭＥ。
【請求項４】
　前記１つ以上のプロセッサは、前記ＵＥについてのハンドオーバ手順の間の時間間隔を
、当該ＭＭＥから前記ｅＮＢへ伝達するように更に構成される、
　請求項１に記載のＭＭＥ。
【請求項５】
　前記１つ以上のプロセッサは、前記ＵＥが接続状態にある時間期間を、当該ＭＭＥから
前記ｅＮＢへ伝達するように更に構成される、
　請求項１に記載のＭＭＥ。
【請求項６】
　前記１つ以上のプロセッサは、前記ＵＥがアイドル状態にある時間期間を、当該ＭＭＥ
から前記ｅＮＢへ伝達するように更に構成される、
　請求項１に記載のＭＭＥ。
【請求項７】
　前記１つ以上のプロセッサは、前記コアネットワーク補助情報が当該ＭＭＥにおいて収
集される統計情報に基づくことを示す表示を、当該ＭＭＥから前記ｅＮＢへ伝達するよう
に更に構成される、
　請求項１に記載のＭＭＥ。
【請求項８】
　ユーザ機器（ＵＥ）についてのコアネットワーク補助情報を受信するように構成される
発展型ノードＢ（ｅＮＢ）であって、当該ｅＮＢは、
　当該ｅＮＢの発展型パケットシステム（ＥＰＳ）内のモビリティ管理エンティティ（Ｍ
ＭＥ）から、
　　前記ＵＥが前記ＭＭＥとの接続状態にある平均時間と、
　　前記ＵＥが前記ＭＭＥとのアイドル状態にある平均時間と、
　　前記ＥＰＳに関連付けられるセルにおいて前記ＵＥが費やす時間量に基づき、選択さ
れた時間期間において前記ＵＥについて発生するセル間のハンドオーバ手順の数と、
　を含む前記コアネットワーク補助情報を受信し；
　前記コアネットワーク補助情報に基づいて前記ＵＥの選択されたパラメータを調整して
、前記ＵＥの状態遷移及びネットワークシグナリングオーバヘッドを減少させる；
　ように構成される１つ以上のプロセッサを有する、ｅＮＢ。
【請求項９】
　ＵＥについての前記コアネットワーク補助情報を、前記ＭＭＥから受信するように更に
構成される１つ以上のプロセッサを有する、
　請求項８に記載のｅＮＢ。
【請求項１０】
　前記ＵＥのハンドオーバ時に、前記コアネットワーク補助情報を、ターゲットｅＮＢと
のＸ２接続を介して当該ｅＮＢから前記ターゲットｅＮＢへ伝達して、前記ターゲットｅ
ＮＢが前記ＵＥについてのＵＥ状態遷移を減少させることを可能にするように更に構成さ
れる１つ以上のプロセッサを有する、
　請求項８に記載のｅＮＢ。
【請求項１１】
　前記ＵＥのハンドオーバ手順の間の時間間隔を、前記ＭＭＥから受信するように更に構
成される１つ以上のプロセッサを有する、
　請求項８に記載のｅＮＢ。
【請求項１２】
　前記ＵＥが接続状態にある時間期間を、前記ＭＭＥから受信するように更に構成される
１つ以上のプロセッサを有し、前記接続状態は、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続状態で
ある、
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　請求項８に記載のｅＮＢ。
【請求項１３】
　前記ＵＥがアイドル状態にある時間期間を、前記ＭＭＥから受信するように更に構成さ
れる１つ以上のプロセッサを有し、前記アイドル状態は、無線リソース制御（ＲＲＣ）ア
イドル状態である、
　請求項８に記載のｅＮＢ。
【請求項１４】
　前記コアネットワーク補助情報が前記ＭＭＥにおいて収集される統計情報に基づくこと
を示す表示を、前記ＭＭＥから受信するように更に構成される１つ以上のプロセッサを有
する、
　請求項８に記載のｅＮＢ。
【請求項１５】
　デルタ無線リソース制御（ＲＲＣ）解放時間を、ＵＥとのＲＲＣ接続を解放することを
待つデフォルト時間と、前記ＵＥとの前記ＲＲＣ接続を解放する実際の解放時刻との間の
差に基づいて決定するように更に構成される１つ以上のプロセッサを有する、
　請求項８に記載のｅＮＢ。
【請求項１６】
　前記デルタＲＲＣ解放時間を、前記ＵＥとの前記ＲＲＣ接続を解放することを待つ前記
デフォルト時間に加算して前記デフォルト時間を調整し、前記ＵＥにおける電力使用を減
少させるかネットワークトラフィックを減少させるように更に構成される１つ以上のプロ
セッサを有する、
　請求項１５に記載のｅＮＢ。
【請求項１７】
　前記デルタＲＲＣ解放時間を、記憶のためにモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）に
伝達するように更に構成される１つ以上のプロセッサを有する、
　請求項１５に記載のｅＮＢ。
【請求項１８】
　ＵＥのハンドオーバ時に、Ｘ２接続を介して、デルタ無線リソース制御（ＲＲＣ）時間
を当該ｅＮＢからターゲットｅＮＢへ伝達するように更に構成される１つ以上のプロセッ
サを有する、
　請求項８に記載のｅＮＢ。
【請求項１９】
　１つ以上のプロセッサによって実行されると、コアネットワーク補助情報をモビリティ
管理エンティティ（ＭＭＥ）から発展型ノードＢ（ｅＮＢ）へ提供するために動作を実行
する命令を有するコンピュータプログラムであって、前記動作が：
　ユーザ機器（ＵＥ）が前記ＭＭＥとの接続状態にある平均時間を決定することと；
　前記ＵＥが前記ＭＭＥとのアイドル状態にある平均時間を決定することと；
　前記ＵＥが発展型パケットコア（ＥＰＣ）内のセルにおいて費やす時間量を識別して、
選択された時間期間におけるセル間のハンドオーバ手順の数を決定することと；
　Ｓ１－ＭＭＥベアラを介して、前記コアネットワーク補助情報を前記ＭＭＥから前記ｅ
ＮＢへ伝達することであって、該補助情報は、平均接続状態時間と、平均アイドル状態時
間と、前記選択された時間期間における前記ハンドオーバ手順の数とを含むこと；
　を含む、コンピュータプログラム。
【請求項２０】
　前記１つ以上のプロセッサによって実行されると、前記コアネットワーク補助情報を、
前記ＭＭＥとのＳ１接続を介して、前記ｅＮＢへ伝達する命令を更に含む、
　請求項１９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２１】
　前記１つ以上のプロセッサによって実行されると、前記ＵＥのハンドオーバ時に、前記
コアネットワーク補助情報をターゲットｅＮＢへ伝達して、該ターゲットｅＮＢが前記Ｕ
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ＥについてのＵＥ状態遷移を減少させることを可能にする命令を更に含む、
　請求項１９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２２】
　前記１つ以上のプロセッサによって実行されると、前記ＵＥのハンドオーバ手順の間の
時間間隔を、前記ＭＭＥから前記ｅＮＢへ伝達する命令を更に含む、
　請求項１９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２３】
　前記１つ以上のプロセッサによって実行されると、前記ＵＥが接続状態にある時間を、
前記ＭＭＥから前記ｅＮＢへ伝達する命令を更に含み、前記接続状態は無線リソース制御
（ＲＲＣ）接続状態である、
　請求項１９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２４】
　前記１つ以上のプロセッサによって実行されると、前記ＵＥが前記アイドル状態にある
時間を、前記ＭＭＥから前記ｅＮＢへ伝達する命令を更に含み、前記アイドル状態は、無
線リソース制御（ＲＲＣ）アイドル状態である、
　請求項１９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２５】
　前記１つ以上のプロセッサによって実行されると、前記コアネットワーク補助情報が前
記ＭＭＥにおいて収集された統計情報に基づくことを示す表示を、前記ＭＭＥから前記ｅ
ＮＢに伝達する命令を更に含む、
　請求項１９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２６】
　前記１つ以上のプロセッサによって実行されると、１つ以上のＵＥについてのデルタ無
線リソース制御（ＲＲＣ）解放時間値を、前記ＭＭＥにおいて前記ｅＮＢから受信する命
令を更に含む、
　請求項１９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２７】
　前記１つ以上のプロセッサによって実行されると、各デルタＲＲＣ解放時間値をセル識
別情報と関連付ける命令を更に含む、
　請求項２６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２８】
　前記１つ以上のプロセッサによって実行されると、ＵＥのハンドオーバ時に、サービン
グｅＮＢについてのデルタＲＲＣ解放時間を、前記ＭＭＥからターゲットｅＮＢへ伝達す
る命令を更に含む、
　請求項２６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２９】
　１つ以上のプロセッサによって実行されると、ユーザ機器（ＵＥ）についてのコアネッ
トワーク補助情報を発展型ノードＢ（ｅＮＢ）において受信するために動作を実行する命
令を有するコンピュータプログラムであって、前記動作が：
　ユーザ機器（ＵＥ）がＭＭＥとの接続状態にある平均時間を決定することと；
　前記ＵＥが前記ＭＭＥとのアイドル状態にある平均時間を決定することと；
　前記ＵＥが発展型パケットコア（ＥＰＣ）内のセルにおいて費やす時間量を識別して、
選択された時間期間におけるセル間のハンドオーバ手順の数を決定することと；
　平均接続状態時間と、平均アイドル状態時間と、前記選択された時間期間における前記
ハンドオーバ手順の数とを含む前記コアネットワーク補助情報を、前記ＵＥの前記ｅＮＢ
へ伝達して、前記ｅＮＢが前記ＵＥのＵＥ状態遷移を減少させることを可能にすることと
；
　を含む、コンピュータプログラム。
【請求項３０】
　前記１つ以上のプロセッサによって実行されると、前記ＭＭＥとのＳ１接続を介して、
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前記コアネットワーク補助情報を前記ｅＮＢにおいて受信する命令を更に含む、
　請求項２９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３１】
　請求項１９乃至３０のいずれか一項に記載のコンピュータプログラムを記録する少なく
とも１つの非一時的マシン読取可能記憶媒体。
 
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）は、典型的に人的介入を必要としない通信
である。マシンタイプコミュニケーションの出現は、無線規格及び無線通信システムにつ
いての新たな１組の使用事例をもたらした。ＭＴＣ又はＭＴＣアプリケーションに使用さ
れる無線デバイスは、典型的に、類似した特徴を有する。例えばＭＴＣデバイスは、典型
的に、低い移動性、低い優先度を有し、少ない量のモバイル発信及び／又はモバイル着信
データを送信する。データは一般に、週１回又は月１回等、非常に少ない頻度で送信され
る。あるいは、一部のタイプのＭＴＣデバイスは、比較的少ない量のＭＴＣデータをより
頻繁に送信するように構成される。データをより頻繁に送信するためには、ＭＴＣデバイ
スを無線ネットワークに接続し、無線ネットワークから切断する効率的な手段が、頻繁な
接続及び切断が無線ネットワークに対して持つ影響を低減させるのに有益であろう。
【図面の簡単な説明】
【０００２】
　本開示の特徴及び利点は、添付の図面と併せて、以下の詳細な説明から明らかになるで
あろう。添付の図面は、本開示の特徴を例として一緒に図示している。
【０００３】
【図１】一例による、発展型パケットコア（ＥＰＣ：Evolved　Packet　Core）と通信す
る発展型ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ：Universal　Mobile　Telecommuni
cations　System）地上無線アクセスネットワーク（ｅ－ＵＴＲＡＮ）を示す図である。
【図２】一例による、履歴解放（history　release）情報を示すタイムラインを示す図で
ある。
【図３】一例による、コアネットワーク補助情報を提供するように構成されるモビリティ
管理エンティティ（ＭＭＥ：mobility　management　entity）の機能を示すフローチャー
トである。
【図４】一例による、ユーザ機器（ＵＥ）についてのコアネットワーク補助情報を受信す
るように構成される発展型ノードＢ（ｅＮＢ：evolved　Node　B）の機能を示すフローチ
ャートである。
【図５】一例による、コアネットワーク補助情報を発展型パケットコア（ＥＰＣ）内のＭ
ＭＥからサービングｅＮＢに提供するための方法のフローチャートである。
【図６】一例による、無線デバイス（例えばＵＥ）の図である。
【発明を実施するための形態】
【０００４】
　ここから、説明される例示的な実施形態に対する言及を行うが、本明細書では、実施形
態を説明するために特定の用語が使用されることになる。それでもなお、これにより本発
明の範囲の限定が意図されているとは理解されない。
【０００５】
　本発明を開示し、説明する前に、本発明は、本明細書で開示される特定の構造、処理ス
テップ又は材料に限定されず、当業者によって理解されるように、それらの均等物まで拡
張されることを理解されたい。本明細書で利用される用語は、特定の例を説明する目的に
使用され、限定するようには意図されていないことも理解されたい。異なる図面における
同じ参照番号は、同じ要素を表す。フローチャート及びプロセス内で提供される番号は、
ステップ及び動作を説明する際の明確性のために提供され、必ずしも特定の順序又はシー
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ケンスを示していない。
【０００６】
（例示の実施形態）
　技術的実施形態の最初の概要が以下で提供され、次いで、特定の技術実施形態が、更に
詳細に説明される。この最初の要約は、読者が技術をより迅速に理解する助けとなること
を意図されているが、技術の主要な特徴又は本質的な特徴を識別するようには意図されて
おらず、また特許請求に係る本発明の主題を限定するようにも意図されていない。
【０００７】
　図１は、３ＧＰＰ　ＬＴＥリリース８、９、１０、１１、１２又は１３に従って、発展
型パケットコア（ＥＰＣ）と通信する１つ以上のｅノードＢ１０４を備える発展型パケッ
トシステム（ＥＰＳ）と無線通信するＵＥ１０２の例示的なブロック図である。ＥＰＣは
、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）を備えることができる。ＭＭＥは、各ＵＥのコ
ントロールプレーン通信を処理するように構成され得る。コントロールプレーンシグナリ
ングは、発展型ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセスネットワ
ーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）にアクセスするためのモビリティ及びセキュリティをＵＥに提供
する。
【０００８】
　無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルレイヤは、Ｅ－ＵＴＲＡＮ内においてユーザ機
器（ＵＥ）と発展型ノードＢ（ｅＮＢ）との間に存在するサブレイヤである。ＲＲＣプロ
トコルレイヤは、ＬＴＥエアインターフェースコントロールプレーンの一部である。ＲＲ
Ｃプロトコルレイヤによって提供される主なサービス及び機能には、非アクセス層（ＮＡ
Ｓ）及びアクセス層（ＡＳ）に関連するシステム情報のブロードキャスト；ページング；
ＵＥとｅ－ＵＴＲＡＮとの間のＲＲＣ接続の確立と解放；ポイントツーポイント無線ベア
ラ（bearer）の確立、構成、維持及び解放；そしてＱＯＳ測定報告を含む。ＭＭＥは、ア
イドルモードにおけるＵＥの追跡及びページングを担う。ＭＭＥは、非アクセス層（ＮＡ
Ｓ）の終端点である。追加の機能もＲＲＣプロトコルレイヤによって提供される。
【０００９】
　ＵＥとＥＰＣとの間のＲＲＣ接続の確立は、（ＵＥとｅＮＢとの間のシグナリング無線
ベアラ、及びｅＮＢとＭＭＥとの間のＳ１－ＭＭＥベアラを含む）コントロールプレーン
を使用して、制御情報及びデータをＵＥとＭＭＥとの間で伝達することを可能にする。Ｕ
ＥがＲＲＣ接続モードにある場合、比較的多くの電力がＵＥにおいて消費される。したが
って、バッテリ電源で動作するＵＥの動作時間を最大にするために、ＵＥにおけるＲＲＣ
接続時間は最小限にされる。ＵＥが、ＥＰＳとのＲＲＣ接続状態を維持すべきことが必要
とされないとき、あるいは望まれないとき、ＵＥはＲＲＣアイドル状態に移ることができ
る。このＲＲＣアイドル状態は、ＲＲＣ接続状態を再確立することが望まれるまで、電力
使用を最小化することができる。ＵＥは、ＲＲＣ接続解放メッセージをｅＮＢから受け取
ると、それにより、ＲＲＣ接続状態からＲＲＣアイドル状態に移ることができる。
【００１０】
　ＵＥをあまりに長い間、ＵＥにおける過剰な電力消耗をもたらす可能性があるＲＲＣ接
続状態にしておくことと、ＥＰＳ等の無線ネットワーク内における過剰なシグナリングオ
ーバヘッド、並びにＲＲＣ接続及びＥＰＣに関連する無線ベアラとを再確立するためにＵ
Ｅでの電力使用をもたらす可能性がある、ＲＲＣ接続を頻繁に切断し過ぎることとの間に
は、配慮すべきバランスが存在する。
【００１１】
　ＭＴＣデバイスの使用は、ＭＴＣデバイスとして動作するＵＥと、ＥＰＳのような無線
ネットワークとの間のＲＲＣ接続のタイミングを最適化する際の困難を更に悪化させ得る
。ＭＴＣデバイスは、非常に低い電力消費で動作するように構成されることが可能である
。したがって、ＭＴＣデバイスがＲＲＣ接続状態にある時間は、電力消費を低減させるよ
うに最小化される。加えて、比較的短い時間でネットワークに接続しようと試みることが
ある数千又は数万のＭＴＣデバイスが存在し得る。
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【００１２】
　例えばＭＴＣデバイスとして動作するＵＥは、市内の電力メータの全てに接続されるこ
とがある。メータは、１時間に１回、１日に１回、１週間に１回又は１か月に１回のよう
に、定期的な間隔で電力使用を伝えるように構成され得る。数千又は数万のＭＴＣデバイ
スの無線ネットワークへの接続は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ及びＥＰＣにおいてかなりのシグナリ
ングオーバヘッドを生じる可能性がある。そのため、各ＭＴＣデバイスが、無線ネットワ
ークにおけるシグナリングオーバヘッドを減少させるために、最小限の数のＲＲＣ接続及
び解放により、全ての必要な情報を効果的に伝えることが重要である。この例は、限定的
であることを意図されていない。ＭＴＣデバイスとして動作するＵＥには、多種多様な動
作状態及び報告状態が存在し得る。
【００１３】
　本発明の実施形態によれば、ネットワークの内部決定を強化し、ＵＥにおいて電力節約
及び性能強化を提供するために、補助情報パラメータを、発展型パケットシステム（ＥＰ
Ｓ）とＵＥとの間で伝達することができる。
【００１４】
　補助情報パラメータは、ネットワークにおいて、ロードバランシング制御、リソース割
当てを提供し、シグナリングオーバヘッドを最小化するために使用され得る。補助情報パ
ラメータは、ＲＲＣ接続解放タイマに関連付けられるパラメータに対する更新と、ＲＲＣ
状態と、状態遷移関連の定数及びカウンタを含むことができる。
【００１５】
　補助情報パラメータを、ＵＥ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）によって、あるい
はＥＰＣ（すなわち、ＭＭＥ又はＨＳＳ）において収集することができる。補助情報パラ
メータを、ｅＮＢ又はＥＰＣで格納することができる。補助情報パラメータは、ＵＥ及び
ネットワークの利益になるように、異なる方法を通じて伝達され得る。例えばネットワー
クからの要求又は問い合わせの際、異なるｅＮＢへのＵＥのハンドオーバの際、ＲＲＣア
イドル状態からのＲＲＣ接続の再確立の際、あるいはＵＥにおける内部決定に起因してＵ
Ｅが情報を伝達するときに、補助情報を伝達することができる。加えて、補助情報パラメ
ータを使用して、ＵＥについての不連続受信（ＤＲＸ：discontinuous　reception）構成
に対するタイミングパラメータを調整することができる。アクティビティが少ないかアク
ティビティがない時間には、ｅＮＢは、１組のタイマによって定義される何らかの時間の
間、ＵＥがその送受信機をパワーダウンすることができるように、ＤＲＸモードをアクテ
ィブにすることができる。
【００１６】
　ＲＲＣ解放補助情報
　ＲＲＣ接続解放メッセージが伝えられると、ＵＥは、ｅＮＢにおいて維持されるタイマ
の期間が満了すると、ＲＲＣ接続モードからＲＲＣアイドルモードに移ることができる。
このタイマの値又はパラメータの定義は、典型的に、オペレータ又はネットワーク固有で
ある。この値は、３ＧＰＰ　ＬＴＥリリース８、９、１０、１１、１２又は１３規格では
利用可能ではない。各オペレータは、このタイマの独自の値を使用し、その値を競合ベン
ダとの差別化のための手段として使用する。このタイマは、「ＲＲＣ非アクティブ化タイ
マ（inactivity　timer）」又はＲＲＣ接続解放タイマと呼ばれる。ＲＲＣ接続解放タイ
マは、Ｔ３２０タイマのような、本明細書で定義される他のタイマとは異なる。
【００１７】
　ＵＥがＥＰＣとのＵＥ接続を解放する前に要する時間を提供するＲＲＣ接続解放タイマ
の持続期間は、ＵＥ電力消費に大きな影響を有することができる。その時間が長すぎる場
合、これは、いわゆる「テール効果」を引き起こすことがある。この「テール効果」の時
間の間、ＵＥが接続モードにあるが、データを送信又は受信していない。しかしながら、
その時間が短すぎる場合、これは頻繁なＲＲＣ状態遷移を引き起こすことがある。頻繁な
ＲＲＣ状態遷移は、先に説明したように、高いシグナリングオーバヘッドをもたらすこと
がある。
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【００１８】
　本発明の一実施形態によれば、デルタＲＲＣ解放時間を構成することができる。このデ
ルタＲＲＣ解放時間は、ＵＥ接続をいつ解放すべきかを決定するためのネットワーク手順
を強化するために使用することができる、補助情報パラメータとすることができる。
【００１９】
　デルタＲＲＣ解放時間は、ｅＮＢがＵＥのＲＲＣ接続を解放することになるデフォルト
時点に加算することができる、時間の相対値（δ）である。デルタＲＲＣ解放時間の値は
正又は負とすることができ、これにより、デフォルトＲＲＣ解放時間を短縮又は延長する
。デルタＲＲＣ解放時間パラメータは、ｅＮＢによって生成され得る。ｅＮＢは、レガシ
システムにおいて、ｅＮＢとのＲＲＣ接続をいつ解放すべきかを決定するノードである。
一実施形態では、各ＵＥのデルタＲＲＣ解放時間値を、ＭＭＥによって、セル識別情報（
ＩＤ）とともに記憶することができる。しかしながら、ＵＥ接続を解放するという決定は
、ｅＮＢに限定されない。ＵＥのＲＲＣ接続を解放するという決定を、他のノードによっ
て行うこともできる。例えばＵＥのＲＲＣ接続を解放するという決定、並びにデルタＲＲ
Ｃ解放時間値を決定するために使用される補助情報の収集を、ＵＥによって、あるいはＭ
ＭＥ等のＥＰＣ内のノードによって実行することができる。この情報を使用して、ＵＥ電
力使用及びネットワークトラフィックを最小化することになる、接続を解放する改善され
た時点（improved　instance）を決定することができる。
【００２０】
　デルタＲＲＣ解放時間情報は、ｅＮＢがｅＮＢ自身の絶対ＲＲＣ解放時間を定義するこ
とを可能にすることができる。加えて、ｅＮＢは、将来の時点においてＵＥのＲＲＣ接続
をいつどのように解放すべきかを決定するためのｅＮＢ自身のメカニズムを定義するよう
に構成され得る。インテリジェントｅＮＢは、ＵＥについてのハンドオーバ（ＨＯ）レー
ト、ＵＥトラフィックパターン、あるいはＲＲＣ接続をいつ解放すべきかを決定するため
のｅＮＢにおける他の内部アルゴリズムといった、追加の因子を考慮するようにも構成さ
れ得る。
【００２１】
　例えばｅＮＢは、その内部定数のＲＲＣ解放時間（ｔＤ）を５秒に定義することができ
る。既に３秒の間データアクティビティがないＵＥについて、ハンドオーバがトリガされ
得る。その時点で、ｅＮＢは、ＵＥを解放するように構成され得る。したがって、図２に
示されるように、デルタＲＲＣ解放時間を、ＭＭＥによってマイナス２秒（δＡ＝－２）
に等しいものとして記憶することができる。次にＵＥがＲＲＣ接続状態に入るとき、ｅＮ
Ｂは、ネットワークシグナリングを最小化し、かつＵＥ電力消費及びネットワークリソー
スを節約するために、ＲＲＣ接続を解放すべき時間期間を決定することを助けるために使
用され得る因子として、デルタＲＲＣ解放時間値も含むことができる。
【００２２】
　同様に、ｅＮＢが、より長い時間ＵＥを解放せず、ＵＥを接続したまま保持することを
決定するケースが存在する可能性がある。そのようなケースでは、デルタＲＲＣ解放時間
の相対値は正であり、図２ではδＢとして図示されている。
【００２３】
　ソースｅＮＢからターゲットｅＮＢへのｅＮＢ間ハンドオーバの場合、デルタＲＲＣ解
放時間を、ソースｅＮＢからターゲットｅＮＢに伝えることができる。ターゲットｅＮＢ
は、その後、この情報を使用して、ネットワークシグナリング及びＵＥ電力消費を最小化
するよう構成され得る。デルタＲＲＣ解放時間を伝達することに加えて、追加の情報も伝
達することができる。例えばＵＥがアイドルモードに遷移せずに接続モードに保持される
ケースに関連する補助情報が、ターゲットｅＮＢに伝達され得る。
【００２４】
　デルタＲＲＣ解放時間等の補助情報を使用して、ＵＥがＲＲＣ接続モード及びＲＲＣア
イドルモードで費やす時間に基づいて、トラフィックアクティビティを理解することがで
きる。頻繁なＲＲＣ状態遷移に起因して発生するシグナリングオーバヘッドを減少させる
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よう、ネットワークによって特定の詳細を使用することができる。
【００２５】
　例示的な一実施形態では、情報を１つ以上のＵＥによって収集し、各ＵＥによりＥＰＣ
に伝達することができる。ＭＭＥ等のＥＰＣ内のノードは、この情報を使用して補助情報
をｅＮＢへ提供し、ＵＥ状態遷移を最小化し、かつ最適なネットワーク挙動を達成するこ
とができる。別の実施形態では、その情報をＭＭＥ自体によって収集することができる。
【００２６】
　例えばＵＥは、ＲＲＣ接続を確立すると、特定のモビリティ関連情報を伝達することが
できる。モビリティ関連情報は、セルＩＤのリストと、各セル内でＵＥにより費やされる
時間を含むことができる。セル履歴は、例えば６０秒、１２０秒、２４０秒又は４８０秒
のように、所定の時間の間保持され得る。モビリティ情報は、他の時点でＥＰＣに伝達さ
れることもある。例えばｅＮＢ又はＭＭＥは、情報を要求することがある。
【００２７】
　ＲＲＣ状態情報等のモビリティ関連情報を、ある時間期間の間、ＵＥによって収集し、
選択されたセルと関連付けることができる。一例では、情報を、先の段落において説明し
たように収集することができる。
【００２８】
　セルごとに各状態においてＵＥによって費やされる時間を：{(cell_1,time_idle_1,tim
e_connected_1)，(cell_2,time_idle_2,time_connected_2)，…，(cell_n,time_idle_n,t
ime_connected_n)}と表すことができる。ここで、cell_xは、cell_ID_x及び／又はcell_t
ype_xを指し；time_idle_xは、ＵＥがCell_xにおいてＲＲＣアイドル状態にあった時間を
指し；time_connected_xは、ＵＥがCell_xにおいてＲＲＣ接続状態にある時間を指す。
【００２９】
　外挿（extrapolation）なしに各状態においてＵＥによって費やされる時間を：{(cell_
1,time_RRCstate_1,RRCstate_1)，(cell_2,time_RRCstate_2,RRCstate_2)，…，(cell_n,
time_RRCstate_n,RRCstate_n)}と表すことができる。ここで、RRCstate_nは、ＵＥがある
ＲＲＣ状態を表す。例えばＲＲＣアイドルを０として指定することができ、ＲＲＣ接続を
１として指定することができる。
【００３０】
　各セルにおいて費やされる時間を伴うセルごとのＲＲＣ状態遷移の数、又はセルごとの
ＲＲＣ状態遷移レートを：{(cell_1,time_cell_1,RRCstate_count_1)，(cell_2,time_cel
l_2,RRCstate_count_2)，…，(cell_n,time_cell_n,RRCstate_count_n)}、又は{(cell_1,
RRCstate_ratio_1)，(cell_2,RRCstate_ratio_2)，…，(cell_n,RRCstate_ratio_n)}とし
て表すことができる。Time_cellは、所与のセル／ｅＮＢにおいて費やされる時間である
。RRCstate_countは、所与のセル内にある間にＵＥによって実行されるRRC_idleからRRC_
connectedへの状態遷移の数である。RRCstate_ratioは、RRC_connectedで費やされる時間
に対するRRC_idleで費やされる時間の比又はその逆である。
【００３１】
　一実施形態では、セル内でＵＥによって費やされる時間の平均及び標準偏差（又は分散
）のみが含まれる。この実施形態では、セルごとのＲＲＣアイドルモードでＵＥによって
費やされる時間及びＲＲＣ接続モードでＵＥによって費やされる時間は、ある時間期間に
わたるセルごとのＲＲＣ状態遷移の数として表すことができる。例えば収集される情報は
：{(cell_1,avulerage_time_idle_1,avulerage_time_connected_1,std_time_idle_1，std
_time_connected_1)等を含むことができる。ここで、avulerage_time_idle_nは、ＵＥがc
ell_nにおいてＲＲＣアイドル時間にある平均の時間量であり；std_time_idle_nは、ＵＥ
がcell_nにおいてアイドルにある時間の標準偏差であり；avulerage_time_connected_nは
、ＵＥがcell_nにおいてＲＲＣ接続状態にある平均時間である。
【００３２】
　一実施形態において、補助情報は、重み付け方法に基づく、ＵＥについてのＲＲＣ状態
遷移の履歴を含むことができる。ｅＮＢ又はＭＭＥのような、ＲＲＣ状態遷移の生の情報
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及び対応する持続時間を収集するノードは、情報を補助情報として共有する前に、何らか
の形態の重み付けを実行することができる。情報の重み付けは、例示的な方法に加えて、
異なる方法で行うことができる。例えばＵＥが時間ウィンドウにわたってＲＲＣ接続状態
及びＲＲＣアイドル状態で費やす消費時間に対して異なるように、重みを適用することが
できる。時間ベースの重み付けも適用することができる。ウィンドウは、スライディング
又は固定とすることができる。
【００３３】
　補助情報は、（セルＩＤを参照する）ＵＥセル履歴情報から切り離すこともできる。ネ
ットワークの要求があると、ＵＥは、異なる選択肢として以下の情報を送信することがで
きる：すなわち、補助情報は、各遷移の滞在時間及びＲＲＣ状態のみを含むか；あるいは
補助情報は、ＵＥが時間ウィンドウにわたって各セル内に留まった時間の平均及び偏差（
又は分散）とすることができる。
【００３４】
　補助情報の伝達
　一実施形態では、ＵＥは、既存のＵＥ補助情報コンテナを使用して補助情報を送信し、
補助情報をＥＰＣ内のＭＭＥのようなネットワークに伝達することができる。加えて、新
たなメッセージを使用して、補助情報をネットワークに伝達することができる。別の例で
は、ＵＥは、ＵＥ補助情報をｅＮＢに伝えることができる。ｅＮＢは、ｅＮＢ構成更新、
又はＳ１セットアップ要求若しくは他の任意の適切なＳ１メッセージを使用して、情報を
記憶のためにＭＭＥに伝達することができる。
【００３５】
　別の実施形態では、ＵＥは、ＲＲＣアイドル状態からＲＲＣ接続状態に移るときに、Ｕ
Ｅ補助情報を伝えることができる。ハンドオーバのイベントでは、補助情報を、ネットワ
ーク又はターゲットｅＮＢに伝達することもできる。例えばＵＥが別のセルにハンドオー
バされるとき、情報は、Ｘ２接続を介して、サービングｅＮＢからターゲットｅＮＢに送
信され得る。ネットワークは、先に説明されたように、情報を更新し、現在のセル滞在時
間情報をリストに追加することができる。平均及び標準偏差（又は分散）情報のみが、Ｅ
ＰＣ、ＥＰＳ内の要素、又はＰ－ＧＷを介してＥＰＣと通信する外部要素等のようなネッ
トワークに送信される場合、ネットワークは、ＵＥがセル内に滞在した時間に基づいて平
均及び標準偏差（又は分散）を再計算することができ、あるいはＵＥに情報を更新して、
それをネットワークへ送信するよう要求することができる。
【００３６】
　一実施形態では、情報が、ＲＲＣアイドルからＲＲＣ接続へのＵＥの遷移時にｅＮＢに
送信されるＵＥ履歴情報と切り離される場合、ネットワークについて、新しいシグナリン
グをＲＲＣメッセージ内に追加して、そのような情報を要求することができる。
【００３７】
　一例によると、コアネットワーク補助情報を提供するよう構成される発展型パケットコ
ア（ＥＰＣ）内のモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）の機能３００が、図３のフロー
チャートにおいて示されるように開示される。この機能を方法として実施することができ
、あるいはこの機能を、マシン上で命令として実行することができる。この場合、命令は
、少なくとも１つのコンピュータ読取可能媒体又は１つの非一時的マシン読取可能記憶媒
体上に含まれる。ＭＭＥは１つ以上のプロセッサを含むことができる。１つ以上のプロセ
ッサは：ブロック３１０に示されるように、ユーザ機器（ＵＥ）について平均無線リソー
ス制御（ＲＲＣ）接続状態時間を決定し；ブロック３２０に示されるように、ＵＥについ
ての平均ＲＲＣアイドル状態時間を決定し；ブロック３３０に示されるように、ＵＥがＥ
ＰＣ内のセルにおいて費やす時間量を識別し、選択された時間期間におけるセル間のハン
ドオーバ手順の回数を決定し；ブロック３４０に示されるように、ＲＲＣ接続状態時間と
、ＲＲＣアイドル状態時間と、選択された時間期間におけるハンドオーバ手順の回数を含
むコアネットワーク補助情報を、ＵＥのサービング発展型ノードＢ（ｅＮＢ）に伝達して
、サービングｅＮＢがＵＥについてのＵＥ状態遷移を減少させることを可能にするように
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構成される。
【００３８】
　別の例では、コアネットワーク補助情報を、ＭＭＥとのＳ１接続を介してサービングｅ
ＮＢに伝達することができる。１つ以上のプロセッサは、ＵＥのハンドオーバ時にコアネ
ットワーク補助情報をターゲットｅＮＢに伝達し、ターゲットｅＮＢがＵＥについてのＵ
Ｅ状態遷移を減少させることを可能にするように更に構成され得る。例えばターゲットｅ
ＮＢは、ＲＲＣ接続状態とＲＲＣアイドル状態との間のＵＥ遷移の回数を減少させること
ができる。
【００３９】
　別の例では、１つ以上のプロセッサは、ＵＥがＲＲＣ接続状態にある時間を、ＭＭＥか
らサービングｅＮＢに伝達するように更に構成され得る。加えて、１つ以上のプロセッサ
は、ＵＥがＲＲＣアイドル状態にある時間期間を、ＭＭＥからサービングｅＮＢに伝達す
るように更に構成され得る。１つ以上のプロセッサは、コアネットワーク補助情報がＭＭ
Ｅにおいて収集された統計情報に基づくことを示す表示を、ＭＭＥからサービングｅＮＢ
に伝達するように更に構成され得る。
【００４０】
　別の例は、図４のフローチャートに示されるように、ＵＥについてのコアネットワーク
補助情報を受け取るように構成される発展型ノードＢ（ｅＮＢ）の機能４００を提供する
。この機能を方法として実施することができ、あるいはこの機能を、マシン上で命令とし
て実行することができる。この場合、命令は、少なくとも１つのコンピュータ読取可能媒
体又は１つの非一時的マシン読取可能記憶媒体上に含まれる。ｅＮＢは１つ以上のプロセ
ッサを有することができる。１つ以上のプロセッサは：ブロック４１０に示されるように
、コアネットワーク補助情報を、ｅＮＢの発展型パケットシステム（ＥＰＳ）内のモビリ
ティ管理エンティティ（ＭＭＥ）から受け取るように構成され得る。コアネットワーク補
助情報は：ブロック４２０に示されるように、ＵＥがＭＭＥとの接続状態にある平均時間
と；ブロック４３０に示されるように、ＵＥがＭＭＥとのアイドル状態にある平均時間と
；ブロック４４０に示されるように、選択された時間期間の間に、ＵＥについて生じるセ
ル間のハンドオーバ手順の回数とを含むことができる。１つ以上のプロセッサは、ブロッ
ク４５０に示されるように、コアネットワーク補助情報に基づいて、ＵＥについて選択さ
れたパラメータを調整し、ＵＥの状態遷移及びネットワークシグナリングオーバヘッドを
減少させるように更に構成され得る。
【００４１】
　別の例では、ＵＥの１つ以上のプロセッサは、ＵＥのコアネットワーク補助情報を、Ｍ
ＭＥから受け取るように更に構成され得る。ＵＥの１つ以上のプロセッサは、ＵＥのハン
ドオーバ時に、ターゲットｅＮＢとのＸ２接続を介してｅＮＢからターゲットｅＮＢにコ
アネットワーク補助情報を伝達して、ターゲットｅＮＢがＵＥについてのＵＥ状態遷移を
減少させることを可能にするようにも構成され得る。
【００４２】
　１つ以上のプロセッサは、ＵＥのハンドオーバ手順の間の時間間隔をＭＭＥから受け取
るように更に構成され得る。加えて、１つ以上のプロセッサは、ＭＭＥから、ＵＥが接続
状態にある時間期間と、ＵＥがアイドル状態にある時間期間とを受け取るように更に構成
され、ここで、接続状態は、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続状態であり、アイドル状態
は、無線リソース制御（ＲＲＣ）アイドル状態である。また、ｅＮＢの１つ以上のプロセ
ッサは、ＭＭＥから、コアネットワーク補助情報がＭＭＥにおいて収集された統計情報に
基づくことを示す表示を受け取るように構成され得る。
【００４３】
　別の例は、その上に具体化された命令を有する非一時的マシン読取可能記憶媒体を提供
し、命令は、１つ以上のプロセッサによって実行されると、図５のフローチャートに示さ
れるように、下記の動作を実行して、コアネットワーク補助情報を、発展型パケットコア
（ＥＰＣ）内のモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）からサービング発展型ノードＢ（
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ｅＮＢ）へ提供する。動作は：ブロック５１０に示されるように、ユーザ機器（ＵＥ）が
ＭＭＥとの接続状態にある平均時間を決定することと；ブロック５２０に示されるように
、ＵＥがＭＭＥとのアイドル状態にある平均時間を決定することと；ブロック５３０に示
されるように、ＵＥがＥＰＣ内のセルにおいて費やす時間量を識別して、選択された時間
期間におけるセル間のハンドオーバ手順の回数を決定することと；ブロック５４０に示さ
れるように、接続状態時間と、アイドル状態時間と、選択された時間期間におけるハンド
オーバ手順の回数を含むコアネットワーク補助情報を、ＵＥのサービング（ｅＮＢ）に伝
達して、サービングｅＮＢがＵＥについてのＵＥ状態遷移を減少させることを可能にする
ことを備える。
【００４４】
　少なくとも１つの非一時的マシン読取可能記憶媒体のための更なる命令は、コアネット
ワーク補助情報を、ＭＭＥとのＳ１接続を介してサービングｅＮＢに伝達することと；Ｕ
Ｅのハンドオーバ時に、コアネットワーク補助情報をターゲットｅＮＢに伝達して、ター
ゲットｅＮＢがＵＥについてのＵＥ状態遷移を減少させることを可能にすることを含む。
ＵＥについての状態遷移は、先に説明したように、ＲＲＣ接続状態とＲＲＣアイドル状態
との間の遷移を含むことができる。命令は、１つ以上のプロセッサによって実行され得る
。
【００４５】
　少なくとも１つの非一時的マシン読取可能記憶媒体のための更なる命令は、ＵＥのハン
ドオーバ手順間の時間間隔を、ＭＭＥからサービングｅＮＢに伝達し；ＵＥが接続状態と
なる時間期間をＭＭＥからサービングｅＮＢに伝達することであって、この場合において
、接続状態は、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続状態であり；ＵＥがアイドル状態にある
時間期間をＭＭＥからサービングｅＮＢに伝達することであって、この場合において、ア
イドル状態は、無線リソース制御（ＲＲＣ）アイドル状態であることを含む。命令は、コ
アネットワーク補助情報がＭＭＥにおいて収集される統計情報に基づくことを示す表示を
、ＭＭＥからサービングｅＮＢに伝達することを更に含むことができる。命令は、１つ以
上のプロセッサによって実行され得る。
【００４６】
　図６は、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局（ＭＳ）、モバイル無線デバイス、モバイル通信
デバイス、タブレット、ハンドセット又は他のタイプの無線デバイスといった、無線デバ
イスの例示的な図を提供している。無線デバイスは、基地局（ＢＳ）、発展型ノードＢ（
ｅＮＢ）、ベースバンドユニット（ＢＢＵ）、リモート無線ヘッド（ＲＲＨ）、リモート
無線機器（ＲＲＥ）、中継局（ＲＳ）、無線機器（ＲＥ）又は他のタイプの無線ワイドエ
リアネットワーク（ＷＷＡＮ）アクセスポイントのような、ノード、マクロノード、低電
力ノード（ＬＰＮ）又は送信局と通信するように構成される１つ以上のアンテナを含むこ
とができる。無線デバイスは、３ＧＰＰ　ＬＴＥ、ＷｉＭＡＸ、高速パケットアクセス（
ＨＳＰＡ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）及びＷｉＦｉを含め、少なくとも１つの無
線通信規格を使用して通信するように構成され得る。無線デバイスは、無線通信規格ごと
に別個のアンテナを使用するか、複数の無線通信規格で共用されるアンテナを使用して通
信することができる。無線デバイスは、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、
無線パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）及び／又はＷＷＡＮで通信することがで
きる。
【００４７】
　図６は、無線デバイスへの音声入力及び無線デバイスからの音声出力のために使用する
ことができる、マイクロフォン及び１つ以上のスピーカの図も提供している。ディスプレ
イスクリーンは、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）スクリーンとするか、あるいは有機発光ダ
イオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイ等の他のタイプのディスプレイスクリーンとすること
ができる。ディスプレイスクリーンを、タッチスクリーンとして構成することができる。
タッチスクリーンは、静電容量式、抵抗式又は別のタイプのタッチスクリーン技術を使用
することができる。アプリケーションプロセッサ及びグラフィックスプロセッサを内部メ
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モリに結合して、処理及び表示機能を提供することができる。不揮発性メモリポートを使
用して、データ入力／出力オプションをユーザに提供することもできる。不揮発性メモリ
ポートを使用して、無線デバイスのメモリ機能を拡張することもできる。キーボードを無
線デバイスと一体化させるか、無線デバイスに無線接続して、更なるユーザ入力を提供す
ることができる。タッチスクリーンを使用して仮想キーボードを提供することもできる。
【００４８】
　様々な技術又はその特定の態様若しくは一部は、フロッピーディスケット、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ、ハードドライブ、非一時的コンピュータ読取可能記憶媒体又は他の任意のマシン読取
可能記憶媒体のような有形な媒体において具体化される、プログラムコード（すなわち、
命令）の形態を取ることができ、プログラムコードがコンピュータ等のマシンにロードさ
れ、マシンによって実行されると、マシンは、様々な技術を実施する装置になる。回路は
、ハードウェア、ファームウェア、プログラムコード、実行可能コード、コンピュータ命
令及び／又はソフトウェアを含むことができる。非一時的コンピュータ読取可能記憶媒体
は、信号を含まないコンピュータ読取可能記憶媒体とすることができる。プログラム可能
なコンピュータ上でプログラムコードを実行する場合、コンピューティングデバイスは、
プロセッサ、プロセッサによって読取可能な記憶媒体（揮発性及び不揮発性のメモリ及び
／又は記憶要素を含む）、少なくとも１つの入力デバイス及び少なくとも１つの出力デバ
イスを含むことができる。揮発性及び不揮発性のメモリ及び／又は記憶要素は、ＲＡＭ、
ＥＰＲＯＭ、フラッシュドライブ、光ドライブ、磁気ハードドライブ、半導体ドライブ又
は電子データを記憶するための他の媒体とすることができる。ノード及び無線デバイスは
、送受信機モジュール、カウンタモジュール、処理モジュール及び／又はクロックモジュ
ール若しくはタイマモジュールも含むことができる。本明細書で説明される様々な技術を
実装又は利用することができる１つ以上のプログラムは、アプリケーションプログラミン
グインターフェース（ＡＰＩ）及び再利用可能コントロール等を使用することができる。
そのようなプログラムは、コンピュータシステムと通信するよう、高水準手続型又はオブ
ジェクト指向プログラミング言語で実装され得る。しかしながら、望ましい場合、プログ
ラムをアセンブリ言語又は機械語で実装することができる。いずれの場合も、コンパイラ
言語又はインタプリタ言語とすることができ、ハードウェア実装と組み合わせることがで
きる。
【００４９】
　本明細書で説明された機能ユニットの多くは、実施の独立性をよりはっきりと強調する
ために、モジュールと呼ばれていることを理解されたい。例えばモジュールは、カスタム
ＶＬＳＩ回路又はゲートアレイ、論理チップ、トランジスタ又は他の個別構成要素等の市
販の半導体を備えるハードウェア回路として実施され得る。モジュールを、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ、プログラマブルアレイロジック又はプログラマブルロジック
デバイス等のプログラム可能ハードウェアデバイスで実装することもできる。
【００５０】
　一例では、複数のハードウェア回路を使用して、本明細書で説明される機能ユニットを
実装することができる。例えば第１のハードウェア回路を使用して処理動作を実行し、第
２のハードウェア回路（例えば送受信機）を使用して他のエンティティと通信することが
できる。第１のハードウェア回路と第２のハードウェア回路を、単一のハードウェア回路
に統合することができ、あるいは、第１のハードウェア回路と第２のハードウェア回路を
、別個のハードウェア回路とすることができる。
【００５１】
　モジュールを、様々なタイプのプロセッサによって実行するためのソフトウェアで実装
することもできる。実行可能コードの識別されるモジュールは、例えばオブジェクト、プ
ロシージャ又は関数として編成され得る、コンピュータ命令の１つ以上の物理又は論理ブ
ロックを含むことができる。それにもかかわらず、識別されるモジュールの実行可能コー
ドは、必ずしも物理的に一緒に配置される必要がなく、論理的に一緒に結合されると、モ
ジュールを構成し、モジュールの定められた目的を達成する、異なる位置に記憶される別
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【００５２】
　実際、実行可能コードのモジュールは、単一の命令又は多くの命令とすることができ、
更には、いくつかの異なるコードセグメントにわたって、異なるプログラムの間で、及び
いくつかのメモリデバイスにわたって分散されてもよい。同様に、動作データは、本明細
書では、モジュール内で識別され、例示されることができ、任意の適切な形態で具体化し
、任意の適切なタイプのデータ構造内で編成することができる。動作データは、単一のデ
ータセットとして収集されてよく、あるいは異なる記憶デバイスにわたることを含めて、
異なる位置にわたって分散されてもよく、少なくとも部分的に、単にシステム又はネット
ワーク上の電子信号として存在することができる。モジュールは、受動的又は能動的とす
ることができ、所望の機能を実行するように動作可能なエージェントを含む。
【００５３】
　本明細書全体における「例」に対する言及は、例に関連して説明される特定の特徴、構
造又は特性が、本発明の少なくとも１つの実施形態に含まれることを意味する。したがっ
て、本明細書全体を通して様々な箇所における「例では」という語句の出現は、必ずしも
全てが同じ実施形態に言及しているとは限らない。
【００５４】
　本明細書で使用されるとき、複数のアイテム、構造要素、組成要素及び／又は材料は、
便宜的に共通リスト内で提示されることがある。しかしながら、これらのリストは、リス
トの各メンバがあたかも関連のない単独のメンバとして個々に識別されるように解釈され
るべきである。したがって、そのようなリストの個々のメンバは、別段の指摘がない限り
、共通のグループ内での提示にのみ基づいて、同じリストの他の任意のメンバの事実上の
均等物と解釈されるべきではない。加えて、本発明の様々な実施形態及び例は、本明細書
では、その様々な構成要素についての代替物とともに言及することができる。そのような
実施形態、例及び代替物は、互いの事実上の均等物と解釈されるべきではなく、本発明の
別個の自律的な表現と見なされるべきであることが理解される。
【００５５】
　さらに、説明される特徴、構造又は特性は、１つ以上の実施形態において、任意の適切
な方法で組み合わせることができる。以下の説明では、本発明の実施形態の完全な理解を
可能にするために、レイアウト、距離の例、ネットワーク例等の数々の特定の詳細が提供
される。しかしながら、当業者には、本発明が特定の詳細の１つ若しくは複数を用いずに
、あるいは他の方法、構成要素、レイアウト等を用いて実施されることができることが理
解されよう。他の事例では、周知の構造、材料又は動作は、本発明の態様を曖昧にしない
ために、詳細には示されておらず、説明されていない。
【００５６】
　上述の例は、本発明の原理を１つ以上の特定の適用において説明しているが、発明力を
発揮することなく、また本発明の原理及び概念から逸脱することなく、実施の形態、使用
及び詳細において数々の変更が行われ得ることが、当業者には明らかであろう。したがっ
て、以下で説明される特許請求の範囲によるもの以外は、本発明が限定されることは意図
されていない。
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